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第
三
回
東
白
川
村
議
会
定
例
会

は
�
九
月
十
九
日
に
開
会
し
�
一
般

質
問
四
名
�
条
例
改
正
等
七
件
�
一

般
会
計
補
正
予
算
�
補
正
後
の
総
額

十
九
億
六
千
七
十
六
万
九
千
円
�
他

特
別
会
計
補
正
予
算
二
件
�
平
成

十
七
年
度
一
般
会
計
他
特
別
会
計
五

件
の
決
算
が
上
程
さ
れ
�
二
十
二
日

す
べ
て
の
議
案
が
可
決
認
定
承
認
さ

れ
ま
し
た
�

■
総
務
課

　

東
白
川
村
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
完
成

　

第
四
次
総
合
計
画
の
策
定

■
住
民
福
祉
課

　

保
育
園
の
統
廃
合

　

介
護
及
び
支
援
サ
�
ビ
ス

■
産
業
振
興
課

　

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
事
業

　

茶
業
生
産
団
体
の
支
援

　

里
山
ア
カ
デ
ミ
�
の
設
立

　

ト
マ
ト
農
家
雪
害
の
支
援

■
建
設
環
境
課

　

災
害
復
旧
事
業

　

地
籍
調
査
事
業

　

合
併
浄
化
槽
の
設
置

　

簡
易
水
道
の
運
営

■
教
育
委
員
会

　

中
学
校
�
国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
事
業
�

　

小
学
校
�
マ
�
チ
ン
グ
バ
ン
ド
招

　
　
　
　
　

聘
�

　

青
少
年
育
成
活
動
推
進　

　

歌
舞
伎
保
存
会
備
品
整
備
補
助

　

平
成
十
七
年
度
決
算
は
�
三
位
一

体
改
革
の
二
年
目
で
あ
り
�
合
併
の

破
綻
に
よ
り
�
地
域
の
活
性
化
と
生

き
残
り
を
か
け
行
財
政
改
革
の
実
施

に
力
を
い
れ
ま
し
た
�
し
か
し
�
三

月
八
日
の
現
職
村
長
の
ご
逝
去
と
い

う
か
�
て
な
い
事
態
�
併
せ
て
議
会

も
解
散
し
�
村
長
�
村
議
会
議
員
が

一
時
不
在
と
い
う
非
常
事
態
に
な
�

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
�

○
保
健
衛
生
費

　

病
院
会
計
へ
の
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
千
万
円

○
農
地
費

　

中
山
間
地
域
総
合
整
備
負
担
金

　
　
　
　
　

二
百
三
十
五
万
二
千
円

　

生
活
道
整
備
補
助
金　

　
　
　
　
　
　
　

六
十
九
万
七
千
円

○
林
業
費

　

景
観
整
備
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
万
七
千
円

　

松
く
い
虫
駆
除
事
業

　
　
　
　
　
　
　

四
十
八
万
三
千
円

　

村
有
林
管
理
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
三
万
円

○
道
路
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　

千
六
百
十
三
万
五
千
円

　
　

注
：
こ
の
道
路
災
害
復
旧
費
は
�
今

　
　

年
の
厳
冬
に
よ
り
道
路
舗
装
が
凍
み

　
　

割
れ
た
箇
所
を
�
国
の
激
甚
災
害
指

　
　

定
を
受
け
た
も
の
で
す
�

　

今
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
ま
し
た
�

借
入
償
還
額
の
比
率
を
示
す
本
村
の

実
質
公
債
費
比
率
は
�
八
月
二
十
九

日
に
二
十
六
・
五
％
と
県
下
ワ
�
ス

ト
一
位
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
�
こ
の

新
し
い
指
標
は
�
十
八
％
以
上
に
な

る
と
�
自
由
に
起
債
�
借
金
�
の
発

行
が
で
き
ず
�
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
を
策
定
し
�
県
の
許
可
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
�

　

こ

の

実

質
公

債

費

比

率
が
�

二
十
六
・
五
％
と
な
�
た
背
景
に
は
�

簡
易
水
道
建
設
事
業
の
借
金
が
主
な

原
因
で
あ
り
ま
す
�
し
か
し
�
こ
の

簡
易
水
道
建
設
は
�
平
成
四
年
並
び

に
平
成
八
年
の
加
入
意
向
調
査
に
基

づ
き
実
施
さ
れ
�
村
内
全
戸
に
水
道

が
整
備
さ
れ
�
快
適
な
生
活
で
き
る

よ
う
に
な
�
た
見
返
り
で
あ
り
�
当

然
の
結
果
で
す
�

　

今
後
は
�
第
四
次

総
合
計
画
の
見
直
し

を
行
い
�
今
ま
で
以

上
の
起
債
�
借
金
�

を
増
や
さ
ず
�
上
下

水
道
�
病
院
な
ど
の

特
別
会
計
の
健
全
化

に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
�
特
に
簡

易
水
道
会
計
は
�
水

道
料
金
を
い
た
だ
い

て
運
営
す
る
独
立
採

算
性
を
と
�
て
い
ま

す
�
村
内
に
は
�
給

水
組
合
や
個
人
の
浅

井
戸
な
ど
を
使
用
し

て
い
る
家
庭
が
�
村

全
体
の
四
十
二
％
を

占
め
て
い
ま
す
�
安

全
・
安
心
な
水
道
へ

の
切
り
替
え
が
経
営

の
健
全
化
に
も
繋
が

り
ま
す
�

　

今
後
は
�
多
額
の
起
債
�
借
金
�

が
必
要
な
事
業
は
行
わ
ず
�
こ
の
ま

ま
の
状
態
を
維
持
す
れ
ば
実
質
公
債

費
比
率
は
�
平
成
二
十
二
年
度
に

は
�
十
八
％
以
下
に
な
る
見
込
み
で

す
�

　

市
町
村
合
併
が
破
綻
し
た
今
�
住

民
の
皆
さ
ん
と
議
会
と
行
政
が
�
し

ば
ら
く
の
間
辛
抱
し
�
そ
の
間
�
知

恵
を
出
し
合
�
て
乗
り
切
る
こ
と
が

必
要
で
す
�

くらしと議会東白川村議会
活動情報誌
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�

不
正
資
金
�
裏
金
�

�
�
�
�

問
題
�
関
�
�
意
見
書 

　

岐
阜
県
の
不
正
な
経
理
に
よ
る
巨

額
な
裏
金
問
題
は
�
県
民
の
信
頼
を

失
う
重
大
な
問
題
で
あ
り
ま
す
�

　

第
三
者
に
よ
る
�
プ
�
ル
資
金
問

題
検
討
委
員
会
�
で
の
調
査
�
検
証

に
よ
れ
ば
�
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
た

旧
幹
部
の
責
任
は
極
め
て
重
く
�
現

職
職
員
に
関
し
て
も
�
個
々
の
態
様

に
応
じ
て
�
し
か
る
べ
き
処
分
が
相

当
と
報
告
さ
れ
�
再
発
防
止
に
関
す

る
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
�

　

県
及
び
県
議
会
に
お
い
て
は
�
調

査
委
員
会
等
に
よ
り
徹
底
し
た
原
因

究
明
と
�
責
任
の
所
在
を
明
確
に
さ

れ
�
二
度
と
こ
の
よ
う
な
問
題
が
起

こ
ら
な
い
た
め
の
再
発
防
止
策
を
講

ず
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
�

　

以
上
�
地
方
自
治
法
第
九
十
九

条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す

る
�

平
成
十
八
年
九
月
二
十
二
日
提
出

提
出
先　

岐
阜
県
知
事
・

　
　
　
　

岐
阜
県
議
会
議
長　

宛

第
三
回
定
例
会
�
開
催

平成１7年度一般会計・特別会計歳入歳出決算総括表
単位：円

区　　　分
歳入合計 歳出合計 差 引 額

会　　　計

一　　般　　会　　計 2,654,098,209 2,508,207,160 145,891,049 

特　　別　　会　　計 1,139,664,804 1,069,497,826 70,166,978 

内　
　

訳

国民健康保険特別会計 363,365,535 324,229,605 39,135,930 

老人保健特別会計 401,823,564 387,315,327 14,508,237 

介護保険特別会計 228,253,715 221,167,421 7,086,294 

簡易水道特別会計 129,147,287 123,037,093 6,110,194 

下水道特別会計 17,074,703 13,748,380 3,326,323 

合　　　　　　計 3,793,763,013 3,577,704,986 216,058,027 

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
他
五
会
計
決
算
�
全
会
一
致
�
認
定

平
成
十
七
年
度
�
主
�
事
業

一
般
会
計
補
正
予
算
�
主
�
内
容

岐
阜
県
�
裏
金
問
題
�
�
�
�

議
会
�
�
岐
阜
県
知
事
�
岐
阜
県
議
会
議
長
�
意
見
書
�
提
出

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
�
実
行
�
�

�
�
�
�
�
�

平
成
二
十
二
年
�
�
十
八
�
以
下
�
改
善

実
質
公
債
費
比
率�

二
十
六
�
五
�
県
下
�
�
�
�
一
位

債務負担分

広域組合分

特別会計分

一般会計公債費分

実質公債費比率
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●
村
�
財
政
状
況
�
今
後
�

�
�
�
�
�
�

取
�
組
�
�
�
�
�

　

県
は
�
新
し
い
指
標
�
実
質
公
債

比
率
�を
八
月
二
十
九
日
発
表
さ
れ
�

当
村
を
含
む
�
二
市
一
村
が
�
基

準
の
十
八
�
を
超
え
�
更
に
厳
し
い

制
約
を
受
け
る
と
の
こ
と
で
す
�
国

の
行
財
政
改
革
に
よ
り
�
や
む
な
く

財
政
の
縮
小
を
図
り
�
一
層
の
試
練

が
求
め
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
�
次
の
三
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
�

一
�
具
体
的
に
何
が
新
し
く
計
上
さ

　

れ
て
る
の
か

二
�
自
主
財
源
が
少
な
く
�
不
安
な

　

交
付
税
収
入
の
な
か
�
ど
の
よ
う

　

な
方
針
で
改
善
さ
れ
る
の
か

三
�
様
々
な
計
画
事
業
の
取
捨
選
択

　

と
総
合
計
画
の
見
直
し
は

　

実
質
公
債
費
比
率
の
計
算
方
法

は
�
今
ま
で
の
一
般
会
計
だ
け
の
計

算
方
法
と
違
い
�
特
別
会
計
や
一
部

事
務
組
合
等
の
公
債
費
分
を
加
え
た

も
の
で
す
�

　

総
務
省
と
の
懇
談
会
で
は
�
地
域

格
差
の
是
正
と
い
う
こ
と
で
�
極
端

な
交
付
税
削
減
は
�
し
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
回
答
で
は
あ
り
ま
し
た

が
�
多
少
の
目
減
り
は
覚
悟
し
て
い

ま
す
�

　

第
四
次
総
合
計
画
の
実
施
に
つ
い

て
は
�
実
質
公
債
費
比
率
が
十
八
�

を
超
え
な
い
形
で
�
議
会
の
皆
さ
ん

と
相
談
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
�

●
現
在
�
村
�
借
金
�

●
�
�
四
年
間
�
財
政
�
�
�
�

●
役
場
職
員
組
合
�
�
�
�

　

村
に
は
�
い
く
ら
く
ら
い
の
借
金

が
あ
り
�
今
後
何
年
ぐ
ら
い
で
正
常

に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
�

　

先
日
提
示
さ
れ
ま
し
た
�
普

通
会
計
長
期
財
政
計
画
に
よ
り

ま
す
と
�
人
件
費
が
こ
の
先
四
年

間
で
五
億
一
千
四
百
万
円
か
ら

四
億
三
千
五
百
万
円
に
削
減
さ
れ
る

予
定
で
す
が
�
可
能
な
数
字
で
し
�

う
か
�

　

現
在
�
マ
ス
コ
ミ
で
問
題
と
な
�

て
い
る
岐
阜
県
庁
裏
金
問
題
の
よ
う

な
こ
と
が
�
役
所
の
体
質
と
し
て
�

本
村
の
役
場
に
は
�
あ
る
か
な
い
か

伺
い
ま
す
�

　

平
成
十
七
年
度
末
現
在
�
地
方
債

四
十
八
億
七
千
七
百
十
三
万
円
�
債

務
負
担
行
為
五
億
六
千
百
二
十
八
万

円
で
ど
ち
ら
も
年
々
減
少
し
て
い
き

ま
す
�

　

人
件
費
の
削
減
は
�
職
員
の
定
数

管
理
に
よ
り
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
�
勧
奨
退
職
等
が
あ
れ
ば
�

多
少
の
補
充
は
や
む
を
得
な
い
と

思
�
て
い
ま
す
�

　

本
村
で
は
�
岐
阜
県
の
よ
う
な
職

員
組
合
は
あ
り
ま
せ
ん
�
必
要
な
経

費
は
�
全
て
予
算
計
上
し
�
ガ
ラ
ス

張
り
と
な
�
て
い
ま
す
�
ご
指
摘
の

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
�

●
村
政
運
営
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

村
長
�
考
�
�

　

村
長
就
任
時
�
前
村
長
が
計
画
し

た
方
向
性
を
尊
重
し
�
こ
れ
を
継
承

す
る
こ
と
を
施
政
方
針
と
さ
れ
ま
し

た
�
今
�
ど
の
よ
う
な
理
念
を
抱
い

て
�
村
民
の
皆
さ
ん
へ
理
解
を
求
め

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
�

　

村
長
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
半
年
近
く
な
り
ま
し
た
�
そ
の

間
�
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
�

い
ろ
い
ろ
と
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
�
こ
の
こ
と
は
�
い
ず
れ
も

村
を
思
�
て
の
事
ば
か
り
と
�
非
常

に
あ
り
が
た
く
思
�
て
い
ま
す
�
特

に
�
今
ま
で
先
輩
が
作
り
上
げ
て
く

れ
た
も
の
を
維
持
し
な
が
ら
借
金
を

減
ら
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
�
借
金
を
減
ら
す
た
め
�
職
員
を

半
分
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
�
当
然

で
き
ま
せ
ん
の
で
�
行
政
の
ス
リ
ム

化
と
費
用
対
効
果
を
考
え
た
施
設
の

建
設
と
利
用
を
加
味
し
大
切
な
事
業

は
�
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
�
そ
の
中
で
�

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
は
�

来
年
で
一
年
を
迎
え

ま
す
�
た
く
さ
ん
の

費
用
が
か
か
り
ま
し
た
の
で
�
村
民

の
皆
さ
ん
が
潤
う
よ
う
な
�
知
恵
と

汗
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
�

●
母
子
�
�
�
�
�
�
�
�

　

全
国
的
に
少
子
化
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
昨
今
で
す
が
�
産
婦
人

科
医
の
減
少
に
伴
い
�
安
心
し
て
子

供
を
産
め
る
環
境
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
が
�
本
村
で
は
あ
り
が
た
い

こ
と
に
助
産
師
さ
ん
の
多
大
な
努
力

と
下
呂
病
院
の
協
力
の
も
と
�
昭
和

四
十
三
年
よ
り
母
子
セ
ン
タ
�
が
存

続
さ
れ
て
い
ま
す
�
今
後
も
村
内
の

み
に
か
か
わ
ら
ず
�
地
域
の
大
切
な

医
療
機
関
と
し
て
維
持
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
願
�
て
い
ま
す
が
�
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
�

　

少
子
化
と
医
師
不
足
に
よ
り
�
存

続
が
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
�
来
年
度
始
ま
る
前
に
結
論
を
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
�
私
の
気

持
ち
と
し
て
は
�
母
子
セ
ン
タ
�
は

続
け
て
い
き
た
い
と
思
�
て
い
ま
す
�

　

安
倍
政
権
が
誕
生
し
�
再
チ
�
レ

ン
ジ
支
援
策
と
�
イ
ノ
ベ
�
シ
�
ン

を
強
調
さ
れ
�
改
革
無
く
し
て
成
長

無
し
の
小
泉
劇
場
か
ら
�
成
長
無
く

し
て
財
政
再
建
の
考
え
の
中
に
�
格

差
�
不
平
等
が
生
じ
て
い
る
社
会

に
対
し
�
是
正
の
政
策
が
地
方
に
ど

の
よ
う
な
支
援
策
が
提
示
さ
れ
る
の

か
�
財
政
厳
し
い
本
村
に
と
�
て
�

期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
�

　

六
十
五
パ
�
セ
ン
ト
の
指
示
を
得

て
選
出
さ
れ
た
安
倍
政
権
�
落
ち
着

く
ま
も
な
く
�
北
朝
鮮
の
核
実
験
�

数
�
月
前
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
に

続
い
て
の
事
だ
け
に
�
一
千
キ
ロ
に

位
置
す
る
日
本
は
�
世
界
で
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
り
�
恐
怖
を
感
じ
ま
す
�

制
裁
を
強
め
る
事
で
�
解
決
す
る
の

だ
ろ
う
か
�
危
険
に
脅
か
さ
れ
る
の

は
�
隣
国
で
あ
る
中
国
�
韓
国
�
日

本
と
な
り
ま
す
�
ア
ジ
ア
に
平
和
と

安
全
の
訪
れ
る
こ
と
を
�
外
交
政
策

に
慎
重
か
つ
適
正
な
対
応
を
安
倍
政

権
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
�

　

岐
阜
県
庁
の
裏
金
問
題
�
解
決
の

方
向
性
が
見
え
始
め
て
い
る
よ
う
で

す
�
村
議
会
で
は
�
九
月
の
定
例
会

で
�
こ
の
問
題
に
対
し
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
�
ま
た
�
県
議
会
定
例

会
最
終
日
に
は
�
Ｏ
Ｂ
返
還
決
議
�

県
政
の
信
頼
回
復
を
求
め
る
意
見
書

が
�
議
決
さ
れ
ま
し
た
�

　

こ
の
よ
う
な
問
題
は
�
本
村
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
�
今
後
と
も
住
民

の
声
を
村
政
に
反
映
し
�
行
政
の
監

視
す
べ
き
議
会
議
員
の
一
人
と
し
て

努
力
を
惜
し
ま
な
い
所
存
で
あ
り
ま

す
�

�
安
江　

浩
�

　

次
回
の
定
例
会
は
�
十
二
月
十
五

日
�
金
�
の
予
定
で
す
�
詳
し
い
こ

と
は
�
議
会
事
務
局
ま
で
�

　

議
会
で
は
�
広
く
村
民
の
皆
様
に

議
会
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
頂
く
た

め
�
東
白
川
村
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
て
�
本

会
議
一
般
質
問
の
模
様
を
放
映
し
て

い
ま
す
�
今
後
も
議
会
に
対
し
�
ご

意
見
�
ご
要
望
を
お
願
い
し
ま
す
�

安
倍�

徹
議
員

答
弁
�
安
江
村
長
�

安
江
利
英
議
員

答
弁
�
安
江
村
長
�

熊
澤
光
介
議
員

今
井
保
都
議
員

答
弁
�
安
江
村
長
�

議
会
放
映
�
�
�
�

一
般
質
問
�
四
人
�
議
員
�
村
政
�
課
題
�
問
�
�

答
弁
�
安
江
村
長
�

議
員
�
一
言

　

総
務
常
任
委
員
会
視
察
研
修
を
十

月
三
日
�
四
日
の
二
日
間
�
白
川
村

の
ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
学
校
と
石
川

県
珠
洲
市
の
子
育
て
支
援
対
策
事
業

に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
�
第

一
日
目
の
ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
学
校

は
�
昨
年
四
月
に
開
校
し
�
ト
ヨ
タ

自
動
車
�白
川
村
�
日
本
環
境
フ
�
�

ラ
ム
な
ど
の
三
者
で
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
白
川
郷
自
然
共
生
フ
�
�
ラ

ム
に
よ
�
て
運
営
さ
れ
�
一
年
間
を

通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
�
地
域
に
根

ざ
し
た
環
境
教
育
を
広
く
展
開
す
る

こ
と
を
目
的
に
�
数
多
く
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
実
施
さ
れ
�
青
少
年
か
ら
大

人
ま
で
大
変
満
足
の
い
く
内
容
と
の

事
で
あ
�
た
�

　

二
日
目
の
研
修
先
�
石
川
県
珠
洲

市
で
の
子
育
て
支
援
事
業
は
�
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
き

行
動
計
画
を
�
平
成
十
七
年
度
か
ら

五
年
間
の
計
画
で
�
子
育
て
支
援
は

も
と
よ
り
�
保
健
対
策
�
家
庭
で
の

子
育
て
�
子
供
達
の
為
の
施
策
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
�
特
に
小
学
校

の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
が
�
五
箇
所
の
小
学
校

で
実
施
さ
れ
�
学
校
側
で
も
�
又
�

共
働
き
の
家
庭
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
�
た
�

　

今
回
の
視
察
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
�
本
村
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
及
び
子
育

て
支
援
に
反
映
で
き
た
ら
と
思
い
研

修
の
報
告
と
し
ま
す
�
�
委
員
長
：

安
江
祐
策
�

委
員
会
視
察
研
修
�
�
�
�

トヨタ白川郷自然学校

ＣＡＴＶのスタジオ

●
次
回
の
定
例
会
は


